
協定留学近況報告書 

記 入 日 2018年 １２月 ２０日 

留 学 先 大 学 ストラスブール大学 

留 学 先 で の 所 属 学 部 等 

特定の学部･研究科等に所属している（以下に学部等名を記入） 

※学部等名（日本語）：経済学科、経営学科，（現地言語での名称）：      

特定の学部等に所属せず様々な学部等の授業を履修している。 

その他：      

留 学 期 間 ２０１８年８月－２０１９年６月 

明 治 大 学 で の 所 属 経営学部経営学科     専攻 /      研究科     専攻 

学年（出発時本学での学年） 学部３年生／研究科 博士前期課程 博士後期課程     年生 

Ｉ. 出発前にどのように情報を集め、準備をしましたか。しておいて良かったこと，準備不足だったこと，ぜひ次の学

生に準備としてアドバイスしたいことを記述してください。 

大学のホームページ、ストラスブール大学に留学経験のある先輩に連絡をして、情報を得た。フランス語で授業を受けなく

ても、最低限のフランス語の勉強をしておくことを強く勧める。オリエーテーションやメールでの説明もフランス語なので、あま

り熱心にやっていなかったことを後悔した。 

Ⅱ-1．留学のための渡航前手続き（留学ビザ）  

ビザの種類：学生ビザ 申請先：Campus France 

ビザ取得所要日数：一週間 

（申請してから何日／週間要したか） 
ビザ取得費用：5556 円 

ビザ取得のためにどのような書類の提出が求められましたか？また，どのように手配しましたか？ 

●長期ビザ申請書   ●証明写真 1 枚  ●パスポートの原本、コピー  ●経済証明書の原本、コピー 

●ビザ申請料金: 50 ユーロ相当の日本円現金   ●移民局(OFII)提出用フォーム 

●高等・専門教育機関の仮登録または登録証明書。 ※ 在日フランス大使館のホームページに沿って手配した。 

具体的な申し込み手順を教えて下さい。 

① Campus France（フランス政府留学局）にてオンラインフォームを提出 

② 各種申請書類の準備を進める 

③ 学校登録のために Campus France で面談 

④ 教育機関から（仮の）受け入れ許可が降りる 

⑤ 大使館にビザ申請日時の予約をする 

⑥ 実際に大使館にてビザ申請をする 

⑦ ビザシールを貼られたパスポートを受け取る 

ビザ取得の際に，留学先国大使館で面接のあった方は，どのような質問を受けましたか？ 

ビザの受け取り方法。 

ビザ取得に関して困った点・注意点 

・ビザ申請の予約時間より前に行く 

・遅刻は 15 分までなら許される 

・早めにビザ申請の面接の予約を取る 

Ⅱ-2．留学のための渡航前手続き（その他の事前準備について） 

その他済ませておくべき準備があればお書き下さい（現地での現金調達準備，携帯電話購入，荷物運送など） 

フランスで SIM フリーを買うのであれば、通話と SMS が無制限＋4G のデータ通信が 100GB（その後は速度制限）で 1 か月

19.9€の格安キャリアの Free Mobile がおすすめ。 



 

Ⅲ．現地到着後のながれ 

1.到着時の様子 

利用航空会社 エールフランス 

航空券手配方法 
Skyscanner 

※利用した旅行社・旅行サイト，格安航空券情報等があれば記入して下さい。 

大学最寄空港名 ストラスブール空港 現地到着時刻 13 時 

ｷｬﾝﾊﾟｽへの移動手段 

大学手配の

出迎え 

知人の 

出迎え 

公共交通機関 

 （ バス 電車）     

タクシー  そ の 他     

                 

移動の所要時間 40 分 

空港からｷｬﾝﾊﾟｽへの移動の際の注意点，タクシー・公共交通機関で移動する際の行き方，料金等 

10 回券(トラム、バス両方使用可):€14.10 を買うことを勧める。 

大学到着日 ８月２０日午前 9 時頃 

2.住居について 

到着後すぐに住居 

入居できましたか？ 

はい 

いいえ 

いいえを選んだ方：     月     日から入居可能だった。 

住居のタイプ 寮       アパート        その他（     ） 

部屋の種類 一人部屋  二人部屋       その他（     ） 

ルームメイト 日本人学生 他国からの留学生 その他（     ） 

住居を探した方法 大学の斡旋 自分で探した    その他（     ） 

住居の申込み手順 CROUS の住居に関するサイトから« logement » または « international » をクリックし、大学寮の

入居条件を調べる。入居するためには、 « logement international »という申請フォームを作成

し、大学の新学期開始前の 1 月 15 日から 5 月 31 日までの間に提出をしなければならない。 

住居は渡航前に，また渡航後すぐに見つかりましたか？トラブルはありましたか？ 

すぐに見つかったが、希望のものはすでに満員だった。トラブルはなかった。 

3.留学先でのオリエンテーションについて 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝの有無 あった  なかった 

日程 8/20 

参加必須ですか？ 必須   任意参加 

参加費用は？ 無料   有料（金額：     ） 

内容と様子は？ フランス語で説明されていて完全には理解できなかった。 

留学生用特別ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ あった  なかった 

授業開始日 ８月２０日から 

Ⅳ. その他、渡航してから必要な手続きについて 

1．現地で滞在許可等の申請の必要はありますか？いつ、どこで、方法は？日数、料金は？トラブルは？ 

着いてから 1 ヶ月以内に、まずOFII（移民局）申請書を居住県管轄の移民局（区の警察署）へ書留で郵送し、その後呼び出

し状が来るので、その呼び出し状に指定される必要書類をそろえ、呼び出し状に記載されている日にちに警察署へ出向き

手続きを行く。かかった日数は 1 ヶ月。 

2．その他現地でした手続きは？（健康診断、予防接種等）いつ、どこで、方法、日数、料金は？トラブルは？ 

特になし。 

3．現地で銀行口座を開設しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

●パスポート(ビザ) ・戸籍謄本(法廷翻訳家による翻訳つき) 



●住居証明書 

●写真 3 枚 

●フランスの学校の登録証明書 

●返送用封筒(切手つき) 

口座を開設する銀行にアポをとり、面会してその日に開設。 

 

•パスポート（Passport） 

•滞在許可証（Titre de séjour） 

•住居証明（Attestation de domicile）：電気やガスなど公共料金の支払い証明書または家賃の支払い証明書 

•学生証・入学証明書（Carte d’étudiant）：学生の場合 

 

かかった日数は一週間程度 

4．現地で携帯電話を購入しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

特になし。  

Ｖ. 履修科目と授業について 

1.履修登録はいつどのような形で行いましたか？ 

出発前に（     月     日頃） 

    オンラインで登録 志願書類に記入して登録 できなかった その他（     ） 

到着後に（     月     日頃） 

    オンラインで登録 国際オフィス等の仲介  できなかった その他（     ） 

登録時に留学生として優先されることは あった        なかった 

優先が「あった」方はどのように優先されましたか？ 

 

優先が「なかった」方はどのように登録しましたか？  

現地で変えられると思っていたので、 

学部のホームページを見ながら登録した。 

出発前に授業を登録した方は，現地で変更・追加できましたか？また希望通りの授業が取れましたか？ 

変更、追加、削除等できた。 

しかし、登録したかった授業が留学生は受け入れないということもあった。 

 



 

Ⅵ. 一週間のスケジュール 授業時間、課外活動、勉強時間等、毎日の生活について記入してください。 

 月 火 水 木 金 土 日 

7:00 
起床 起床 起床 起床 起床 起床 起床 

8:00 
                                          

9:00 
フランス語授業 授業       授業       旅行       

10:00 
フランス語授業 授業 フランス語授業 授業 フランス語授業 旅行       

11:00 
フランス語授業 授業 フランス語授業 授業 フランス語授業 旅行       

12:00 
フランス語授業 授業 フランス語授業 授業 フランス語授業 旅行       

13:00 
友達と団らん 友達と団らん 友達と団らん 友達と団らん 友達と団らん 旅行 友達と団らん 

14:00 
友達と団らん 友達と団らん 友達と団らん 友達と団らん 友達と団らん 旅行 友達と団らん 

15:00 
図書館 図書館 図書館 図書館 図書館 旅行 友達と団らん 

16:00 
図書館 図書館 図書館 図書館 図書館 旅行 友達と団らん 

17:00 
図書館 図書館 学校内の無料

英会話教室 

図書館 図書館 旅行 友達と団らん 

18:00 
図書館 図書館 学校内の無料

英会話教室 

図書館 図書館 旅行       

19:00 
図書館 図書館       フランス会話パ

ートナー 

友達と団らん 旅行 映画鑑賞 

20:00 
Language cafe Sports club       フランス会話パ

ートナー 

友達と団らん 旅行 映画鑑賞 

21:00 
Language cafe Sports club 友達と団らん フランス会話パ

ートナー 

友達と団らん 旅行 映画鑑賞 

22:00 
Language cafe Sports club 友達と団らん       友達と団らん 旅行       

23:00 
Language cafe       友達と団らん       友達と団らん             

24:00 
就寝 就寝 就寝 就寝 就寝 就寝 就寝 

 
Ⅶ. 現在までの感想  

留学先大学、プログラムについて、授業、宿舎、生活全般についてなど、自由に書いてください。 

日本の大学と違ってあまり全ての整備が整っていないので、全て自分でやる必要がある。 

英語留学でもフランス語は必ず勉強しておいた方がいい。 

日本人が少なく、ヨーロッパから来ている人がたくさん多く学ぶのには最適の場所だ。人もすごくフレンドリーで、自分から心を

開けば着いた日から友達ができる。 

日本の食品は高いので、現地で調達するのは難しい。野菜、チーズ類、果物は日本に比べて安い。冬は寒くなるので、学校

から近い住まいをお勧めする。 

留学先大学を目指す学生に向けてのアドバイスをお願いします。 

ストラスブール大学に留学してみたいという気持ちが少しでもあるならば、英語やフランス語の勉強、IELTS の取得に早く取

り組んだ方がいい。 

留学をするにあたってやはりネックになってくるのは､金銭面だと思う。留学費用は高く､両親に出してもらうこともあると思うが､

費用が高い分、行く価値はすごいある。出してもらった費用は将来働いて返せばいいし､今しか出来ないことをすることはとて

も大切なことだ。また、留学の体験が必ずどこかで役にたつ。度胸もつく。 

留学は自分をリスタートさせるチャンスがいっぱいある。誰も自分の事を知らない場所で、世界中のいろんな人と接する貴重

な機会に溢れている。 

留学に行く前に悩んでいても何も始まらない。行ってから何か問題が起きることは当然あるが、行かないと何も起きない、行

かないまま悩んでも仕方ない、と伝えたい。 

 


